
区　分

テーマ・事業名
子ども会議プロジェクト
【事業費予算　1,750千円】

事業目的・概要

【目的】
　「未来につながる元気の芽を育てる」「区内各地をつなぐ仕掛け・仕組みをつくる」
「区内の一体感を創出する」をテーマに地域の現状・将来像( 夢) を、大人と子ども
が一緒になって、学び・考える場を設け、取り組むことで、次世代の担い手育成や、
区づくりへの気運を高めることを目的とする。
【概要】
　このプロジェクトは、子どもたちが区内の現状や課題、地域の取り組みなどについて大
人と一緒に考える機会を会議という形にし、自分たちの地域に関心を持つとともに、子
どもの視点からの意見を江南区のまちづくりに取り入れようという取り組みです。

○４月：今年度の事業実施の方針決定。
○７月：各小学校を訪問し、事業実施について、相談を行った。
○10月5日（土）：大江山地区において実施
　・時間：午前９時半～１１時半　　・会場：大江山農村環境改善センター
　・丸山小，大淵小の3年生以上に声をかけ、チラシを配布し募集
　・内容等　①アイスブレーキング（15分程度）→　②グループワーク（60分程度）
→ ③発表（3分～/班） （25分程度）→ ④全体のまとめ（15分程度）
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内　　容

事業の評価

○事前の委員研修や打合せにより、子ども会議の進行はズムーズに行われた。
○前年度より実行してきた子ども会議が少しづつ形になってきたので、さらに改良して
次年度へ繋げていく。
○子どの達からは、概ね楽しく参加できたとの感想がもらえた。
○子ども目線で見た地域の様子や子ども達たちなりの地域への考え方を知ることがで
き、今後の自治協議会の活動に繋げることができる。
○子ども達は、自分の地域についていろいろと考える良い機会となり、地域の知らな
かったことの発見やこれから自分達がやらなけらばいけないことを見つけることができ
たようだ。
○平成２６年度は、両川地区と横越地区で実施。これにより、平成２４年度から実施した
子ども会議が区内５地区での開催が実現することになる。
○また、これまでの子ども会議の結果を検証し、各地域の関係者や学校に子ども達の
声をとどけ、実際の取組みに繋がるように働きかける活動をすすめていく。

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

備考

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

　　→　③発表（3分 /班）　（25分程度）→ ④全体のまとめ（15分程度）
　　※各グループに区自治協議会委員が入り、子ども達と一緒に「丸山・大淵のこんな
　 　　ところが好き・こうなってほしい」をテーマに話し合った。
　・参加者：丸山小　22人（４～６年生）　４グループ
　　　　　　　大淵小　14人（２～６年生）　３グループ
○11月30日（土）：曽野木地区において実施
　・時間：午前９時半～１１時半　　・会場：曽野木地区公民館
　・曽野木小，東曽野木小の3年生以上に声をかけ、チラシを配布し募集
　・内容等　大江山地区と同様
　・参加者：曽野木小　　　21人（４～６年生）　４グループ
　　　　　　　東曽野木小　 35人（３～６年生）　６グループ
○実施内容などをまとめたリーフレット作成


